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児童の生命に関する見方・考え方を育むための授業の研究 
－ 「人のたんじょう」を題材として － 
 
教科教育高度化分野（18220904）川 井 順 子 
 
理科教育において生命尊重の態度の育成は重要である。本研究では，先行研究を基に小
学校理科における生命に関する見方・考え方（生命観）とその育成方法について調査・分析
した。次に，第５学年の単元「命のつながり」の「人の誕生」において授業を計画・実践し，
生命観の視点から分析・考察した。その結果，生命観を構成する８つの下位概念について，
明らかにした。また，生物概念の学習を基盤とし，生命概念の下位概念の学習へと展開す
ることが，生命尊重の態度を育成する上で重要であることも明らかにした。 
 
［キーワード］ 小学校理科，生命尊重，生命観，見方・考え方，人の誕生  
 
１ 問題の所在 
小学校理科においては，生物愛護や生命尊重の
態度を育成することが重要な目標の一つとして挙
げられている。平成 29年改訂小学校学習指導要領
（文部科学省，2017）の理科の目標では，「理科の
見方・考え方を働かせ，自然の事物・現象につい
ての問題を科学的に解決するために必要な資質・
能力を育成することを目指す」とし，その資質・
能力の一つとして「自然を愛する心情や主体的に
問題解決しようとする態度」が挙げられている。 
３年次の理科では，生物を科学的に捉えなおし
て，生命や生命現象の精密さや不思議さを感じ取
り，生命尊重の態度を育成することが求められて
いる。１，２年次の生活科においても生物を取り
扱ってはいるが，感覚的・情意的に扱う場合が多
い。そのことが，３年次以降の理科学習において，
生物や生命に対して科学的・客観的な見方や考え
方をするための障害になっていることも事実であ
る。小学校理科の生命領域においては，科学的な
見方・考え方に基づき，生命尊重の態度を育成す
ることが，未だ課題となっている。 
そこで本研究では，次の目的を設定した。 
 
２ 目的と方法 
(1)目的 
本研究の目的は，理科教育における生命や生命
尊重に関する見方や考え方を明らかにすることで
ある。また，小学校理科における授業の現状より，
生命の見方・考え方の指導に関する課題を明らか
にすることである。 
(2)方法 
①文献を中心とした先行研究を基に，生命及び
生命尊重に関する基本的な考え方，生命観，
生命概念及び生物概念について調べた。 
②「人のたんじょう」の授業を計画・実践した。 
期間：2018年６月上旬 
対象：山形市内 A小学校第５学年 児童 32名
③②の授業実践の結果を基に児童の生命につい 
の見方・考え方について分析・考察した。 
④①～③の結果を基に，生命及び生命尊重を育成
するための授業のあり方について検討した。 
 
３ 先行研究の検討 
(1)生命及び生命尊重の基本的な考え方 
①生命の定義 
生命の一般的な定義としては「生物が生物であ
りつづける根源。いのち」（大辞泉，1995）とされ
ている。また，生物学的な定義は「外的に現れる
生物現象は，生物の本質的属性として抽象される
ものをいう」（岩波生物学辞典，第４版，1996） 
とされている。しかし，時代とともに様々な定義
がされてきており，厳密には定まっていない。 
②生命観（生物概念と生命概念） 
山谷ら（2008）は，生命観とは「生命とは何か
についての根本的にある見方，考え方を指し，生
物概念（生物の客観的属性を一つひとつ正確にと
らえる知識面としての概念）と生命概念（生命の
本質的属性を体験などから得られる情意面として
の概念）を基盤として形成されるものである」と
述べている。生物概念や生命概念に関して，生命
は抽象的であるため，生物の基本的属性だけでな
く，それ以外にも多くのことを含み得る広範囲な
ものと考えている。生命観の研究は，生物概念と
生命概念の２面から議論され，布施（2004）は，
「生物概念は知的側面である基本的属性を，生命
概念は情意的側面も含めた本質的属性を中心とし
た性格を持つものと考えることができる」と述べ
ている。さらに，山谷らは生物概念と生命概念の
それぞれに構成要素となる下位概念の存在を指摘
し，次の表１に示す８項目を挙げている。 
表１ 生命観を構成する下位概念（山谷，2012） 
生物概念（biological concepts） 
①機械論：生き物や身体を複雑な機械と見たり，生命現象はすべ
て物理学的・化学的に説明できるという考え方に基づいて捉え
ること。 
②推測：人間や他の動物の知識を用いて，対象の生き物を予測し
ながら捉えること。 
③客観的知識：普遍性をもった知識を基に生き物を捉えること。名
称，構造，機能，仕組み，相違，カテゴリー（食物連鎖のつなが
り，動物の分類），順序性（細胞の分裂順序などの説明ができ
る。）などを含む。 
生命概念（life concepts） 
①アニミズム：無生物にも生命や意識を認め，諸現象はそれらに
よるものとみなし，捉えること。また，生物学的現象を，本人（生
物）の意思や努力が原因で結果が引き起こされる意図によって
捉えること。 
②擬人化：感情という意識をもって自らの責任で動く，あるいは活
動する生き物を生きていると捉えること。 
③生気論：生命現象には物理，化学の法則だけでは説明できない
独特な生命の原理（活力）があるという説にもとづいて捉えるこ
と。また，臓器などに行為主体性をもたせ，その活動により当該
事象が引き起こされると捉えること。 
④価値：真実性，審美性，善行性，功利性をもって生命を捉えた
り，解剖実習などを通して生命に対する価値意識を見つめ直す
視点で生き物を捉えること。 
⑤命：実物を通した体験的な学習などを通して，生き物や生命現
象に共感や期待・感動したり，命の大切さについて考え，思い
やりの気持をもっていきものを捉えること。 
③生命観に関する調査 
山谷ら(2012)は，生物概念と生命概念の下位概
念の８項目を測定尺度として用いて，小学校６年
生と中学校２年生を対象に，それらの相関関係及
び階層構造について調査を行った。その結果から，
生物概念及び生命概念をそれぞれ構成する各下位
概念は，学年が上がるにしたがって，結びつきが
より強くなると報告している。 
また，生き物を知識的・情意的に見ている一方
で，機械として捉え，生物と無生物の区別ができ
ないなどの混乱が生じ，これらの捉えが消失しに
くいものと述べている。生き物が物質のみから構
成されていると捉える一方で，それが無生物にま
で及んでいる。調査結果において機械論やアニミ
ズムの生物概念及び生命概念における各下位概念
との背後関係が見られたことから，このままの状
態で学習を続けていけば，学年が上がると他の下
位概念とのつながりも誤った考えが構築されるこ
とを助長し，結局は誤った生き物の認識につなが
る者が出てくる可能性があるのかもしれない，と
指摘している。 
④生命及び生命尊重に関する指導について 
 幼少期の頃に生き物に抱くアニミズムの捉えを
減少させるには，生物と無生物の違い，生きてい
るものとそうでないものとの違いを認識させる授
業展開が求められている。児童は生物教材には多
く触れている。しかし，生命尊重の態度が十分に
育成されているとは言い難い事例がみられる。そ
こで，今後長い時間をかけて飼育や栽培という体
験活動を学習に取り入れていくことが必要である。
つまり，生命のあるものに対し，生物の観察を基
に，生物の成長を見つめ，死を通した悲しみなど
の体験から，人間を含めた生物の存在に親しみ，
慈しむことが重要となる。機械論の適用により臓
器移植が可能になる一方で，児童生徒にとって生
き物が単なる機械とは違う存在であることを認識
させるには，生きているものに直接触れ，また内
部構造を観察し，体験させる授業展開が求められ
る。さらに，生き物がいかに巧妙かつ精巧なつく
りをしているかを実際に見て，調べ体験に基づい
た学習を行う必要がある。 
このように，山谷らは，「生命観の構造を明らか
にすることによって，今まで明らかにされてこな
かった生命観における概念形成の過程を把握する
ことができ，命に関わる指導を展開する上で十分
意義がある」と述べている。 
(2)生命観の構造からの授業の分析 
髙野（2008）は，「生物教育における生命尊重の
教育に関わる内容としては，観察実験をとおして
児童生徒に生物体の構造と機能や生物相互の関わ
りなどを理解させ，生命のすばらしさを実感させ
る」とし，「生物教育はこうした教育活動をとおし，
生命尊重の教育に貢献できるものと考える」と述
べている。よって，生物概念を基盤とし，「価値」
や「命」の生命概念を学習させることが，生命観
や生命尊重の有効な指導法であると考える。 
(3)学習指導要領の理科における見方・考え方 
平成 29 年改訂小学校学習指導要領（文部科学
省，2017）における理科の目標には，「見方･考え
方」とは，「物事を捉える視点や考え方」とし，各
教科を学ぶ本質的な意義や中核をなすものとして
いる。「見方」とは，問題解決の過程において自然
の事物･現象をどのような視点で捉えるかという
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ことである。「生命」を柱とする領域では，主とし
て共通性・多様性の視点で捉えるとしている。た
だし，この特徴的な視点は領域固有のものではな
く，他の領域の視点も含めて強弱がありながら用
いられるものである。これら以外にも，理科だけ
でなく様々な場面で用いる視点もあることに留意
する必要がある。「考え方」とは，問題解決の過程
において、どのような考え方で思考していくかと
いうことである。比較，関係付け，条件制御，多
面的に考えるなどの考え方のことである。 
(4)生命尊重の態度の育成について 
生命尊重の態度の育成については，目標の(3)
「自然を愛する心情や主体的に問題解決しようと
する態度を養う」において記されており，具体的
には，次の図１に示す通りであった。 
図 1 学習指導要領における生命尊重の態度の育成 
このように，各学年の発達段階に応じた学習活
動に取り組むことにより，生命尊重の態度を育成
することが示されている。 
なお，指導計画作成上の配慮事項の中には，理
科と道徳教育との関連を明確に意識しながら，適
切な指導を行う必要があることも示されている。 
 
４ 実践と結果 
(1)授業の実践 
①単元の概要 
単元「生命のつながり」（全 32時間）のうちの
小単元「人のたんじょう」は，次の通りであった。 
表 2 「人のたんじょう」の授業の概要 
②第５学年において実践した授業 
「生命のつながり」のうち「人のたんじょう」
の授業２時間を計画し実践した。授業の具体的な
流れは次の通りであった。 
a)第１時：「胎児の成長」 
b)第２時：「胎児の養分の取り方」 
③実践した授業のポイント 
実践した授業のポイントは次の通りであった。 
a)人の誕生の仕組みの精妙さや不思議さを感じ 
 させ，生命尊重の態度の育成につながるよう
に指導した。 
b)既習内容をふり返り，生物概念の「②推測」 
を用いて「人のたんじょう」に関して考えさ
せた。 
c)児童が，人の誕生に関わる器官について，名
称やその働きで既に知っていると思っている
ことと事実が一致しているかどうかを確かめ
さた。（客観的知識） 
d)胎児の成長と，それに必要な養分の取り方に
関して児童に客観的な知識として捉えさせた。
(客観的知識） 
e)胎盤やへその緒などを機械論的に捉えさせる 
 ため，動画を使った説明をした。（機械論） 
f)生卵を胎児に見立て，食塩水が満たされた入
れ物と，空の入れ物にそれぞれ入れて振って
見せ，羊水の働きについて考えさせた。 
g)山谷らが生命尊重の育成に必要だと述べてい 
  る，内部構造を観察し，体験する活動を取り
入れた授業展開になるようにした。 
 項目 学習活動 
１ 導入 
メダカの受精卵から子メダカになるまでの過
程を思い出させる。（前時までのふりかえり） 
２ 課題確認 
母体内での胎児の成長について学習するこ
とを確認。 
母体内での胎児の様子を予想する。 
３ 
既知の内容
及び疑問点
の確認 
人の誕生のしかたと，産まれるころの母体内
での様子を予想してワークシートにかく。 
班毎にワークシートの内容について交流した
後，全体で交流する。 
４ 
動画や資料
での確認 
動画を視聴し受精卵からの成長の様子や胎
盤やへその緒などの胎児の成長に必要な器
官についての解説を聞く。 
５ ふり返り 
胎児の成長について学んだことを児童の言
葉でまとめる。 
 項目 学習活動 
１ 課題確認 
胎児が成長するために，どのようにして養分
を取り入れるのかを考える 
２ 
メダカやマ
メとの比較 
既習のメダカやマメの養分の取り方や，産ま
れてからの赤ちゃんの養分の取り方と比較し
ながら想起させる。 
３ 
胎盤やへ
その緒につ
いて 
胎児は胎盤とへその緒を通して母体から養分
を取り入れることを確認する。 
４ 
羊水の働き
について確
認・実験 
動画を視聴し羊水の働きを確認し，羊水の役
割についての実験をする。 
５ ふり返り 
人の誕生について考えたことやもっと知りたい
ことを書かせる。 
次数（時） 授業のテーマ 
第１次（1） 受精卵から産まれるまでの成長について 
第２次（2） 成長と養分につて 
第３次（2） 学んだことを生かそう 
体験活動，実験・観察 
 
3，4年生 5，6年生 
・生き物の不思議さや面
白さを感じる。 
・栽培や飼育などの意
義を振り返る。 
・生命の連続性や神秘性に思い
をはせる。 
・自分自身を含む，動植物が，互
いにつながっており，周囲の環境
との関係の中で生きていることを
考える。 
        
生命尊重 
 
５ 考察 
(1)生命観の構造からの視点での分析 
①胎児に関する知識 
図２のワークシ
ートに誕生直前の
胎児の様子を予想
して記入させた。そ
の結果，へその緒は
ほとんどの児童が
描いており，続いて
胎盤や子宮という
言葉の記入も多か
った。これは児童が
４年次の保健の授
業で胎児の学習を
しており，用語を知
っていたためと考
えられる。 
②擬人化の視点 
児童が描いた胎児をみると，誕生直前という条
件でかかせたにもかかわらず，子宮内に手足を伸
ばして横になっていたり，胎児を笑顔で描いてい
たりする児童が多くいたことから，未だに擬人化
の考え方を持っており，感覚的・情意的に学習内
容を捉えていたと考えられる。 
③客観的知識と機械論の視点 
胎盤やへその緒などの動画を視聴させると，へ
その緒の血管が胎児に向かって流れる血液と胎児
から出ていく血液があることを知って， 
C1：お母さんからもらうだけじゃないんだ。 
C2：胎盤でお母さんと赤ちゃんの血は混ざらないんだ。 
という発言があった。また，羊水の働きを確かめ
る実験を見て， 
C3：本当に，お腹の中で赤ちゃんをまもっているんだ。 
C4：羊水でミルクを飲む練習をしているんだね。 
という言葉が聞かれた。これらの発言から，子ど
もたちは，「客観的知識」を得た後，その働きを「機
械論」的に捉えていると考えられる。 
④命や価値に関する視点 
ワークシートには「お母さんになると，みんな，
胎盤や羊水のように赤ちゃんを育てるためのしく
みができることが，すごいと思った。」という感想
が見られた。このことから，「命」や「価値」につ
いて感じたり考えたりすることができることが分
かった。   
６ まとめと今後の課題 
 本研究では，先行研究の分析から，理科におけ
る生命観や生命尊重に関する考え方について，細
かな下位概念を明らかにすることができた。また，
「人のたんじょう」の授業実践について，生命観
の下位概念を基に分析することができた。これら
の成果から，生命及び生命尊重の育成に関する授
業の構成において，生命観の下位概念の「②推測」，
「③客観的知識」から「①機械論」へと進めてい
く工夫をすることが大切であることが分かった。
また，生物概念の学習を基盤として，生命概念の
「④価値」，「⑤命」の下位概念の学習へと展開す
ることが，生命尊重の態度を育成する上で重要で
あることが分かった。 
今後は，これまでの研究成果をふまえ，さらに
先行研究を深め，それらに基づいた授業を計画し
実践することである。また実践した授業を生命観
の下位概念より分析し評価することである。 
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